
 

 

教授 
⼭根 正夫 
 
■ 学歴                                      

 
■ 学位                                      

 
■ 研究分野                                    

 
■ 研究キーワード                                 

 
■ 研究課題                                    

 
■ 担当授業科⽬                                  

 
■ 授業を⾏う上で⼯夫した事項                           

※ 助教・助⼿については、実習・演習等の指導を⾏う上で⼯夫した事項 

１． 2002 年 福岡教育⼤学⼤学院教育学研究科障害児教育専攻 修了 

１． 教育学（修⼠） 

１． 障害児者の⽀援⽅法  
２． 応⽤⾏動分析学  
３． 保育ソーシャルワーク  

１． 障害児・者の⽀援  
２． ⾏動分析学  
３． 保育ソーシャルワーク  

１． 就学前の障害児および特別なスペクトラムにある⼦どもの療育について⾏動分析学的視点から考察
する 

２．  

１． 障害児保育 選択必須 
２． 社会的養護Ⅰ 選択必須 
３． 社会的養護Ⅱ 選択必須 
４． 特別⽀援教育論（前期）（英語学科・看護学科・福祉学科・栄養学科）選択必須 
５．  
６．  
７．  
８．  
９．  
10．  

１． 授業科⽬名【障害児保育】 



 

 

 
■ 学会における活動                             

 
■ 研究業績等に関する事項（2024 年度）                       

障害がると診断された⼦どもに加えて、多様な⽀援ニーズのある⼦どもの発達援助の⽅法や家族⽀
援、地域・専⾨機関との連携の在り⽅について、学⽣の学習ノート、プレゼンテーション等の予習を
基に討議し、解説を加え内容の理解を深化させた。 
 

２． 授業科⽬名【社会的養護Ⅰ】 
テキストを参考に講義形式で解説した。対⼈援助に関する科⽬であり⽂献だけでは想像が困難なこ
とを踏まえて、実際場⾯の VTR などの視聴を取り⼊れた。 
 
 

３． 授業科⽬名【社会的養護Ⅱ】 
予習⽤のプリントを配布し、指定の事例検討及び毎回の授業内容についてのまとめを準備し、授業に
おいて発表を通して共有を図った。 
 
 

４． 授業科⽬名【特別⽀援教育論】 
英語・看護・福祉・栄養学科の教職課程履修者の必須科⽬であるが、学科によって障害等に関する準
備性が異なるため、解説の際に⽤語等について受講学⽣に確認しながら授業を展開した。 
 
 

 加⼊時期 所属学会等の名称 役職名等（任期） 
１． 所属学会はない   
２．    
３．    

 発⾏⼜は 
発表の年⽉ 

著書、学術論
⽂等の名称 

単著・ 
共著の別 

発⾏所、発表雑
誌等⼜は発表学
会等の名称 

概 要 

（著書） 
１． なし     
２．      
３．      
（学術論⽂） 
１ なし     
２．      
３．      
（翻訳） 



 

 

 
■ 外部資⾦（科学研究費補助⾦等）導⼊状況（本学共同研究費を含む）      

 

 

■ 社会における活動                                

 
■ 学内における活動等（役職、委員、学⽣⽀援など）                 

１． なし     
２．      
３．      
（学会発表） 
１． なし     
２．      
３．      

（１） 共 同 研 究 

 研 究 題 ⽬ 交付団体 研 究 者 
○代表者（ ）内は学外
者 

交付決定額 
（単位：円） 

１． なし    
２．     
３．     

（２） 個 ⼈ 研 究 

 研 究 題 ⽬ 交付団体 交付決定額 
（単位：円） 

備 考 

１． なし    
２．     
３．     

 任   期 
期 間 等 

団体・委員会等の名称 
（内 容） 

役 職 名 等 

１． 2005 年 4⽉〜 福岡教育⼤学教育総合研究所付
属特別⽀援教育センター 

教育研究部会員 

２． 2023 年 4⽉〜 北九州市障害者⾃⽴⽀援協議会 地域ネットワーク部会部会⻑ 
３． 2022 年 4⽉〜 NPO 法⼈晄煌会 理事 

 任   期 
期 間 等 

会議・委員会等の名称 
（内 容） 

役 職 名 等 

１． なし   
２．    



 

 

 
３．    


